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　歌語の怪
　―「鱸 ( すずき ) 釣る」から「薄 ( すすき ) 散る」へ








































           ざりする」といふ。
  柿本人麻呂の詠んだ羈旅 ( 旅 ) の歌で、歌




『名所和歌抄出』になると「薄 ( すすき ) 散る」
に変化した、あるいは、「薄 ( すすき ) 散る」
が派生した、ということらしい。ただし、校
本万葉集や中古・中世の万葉集注釈書などを




　「鱸 ( すずき )」は全長 1 メートルに達する
海産魚。成長につれて名前の変わる出世魚で、



















































  　　  あらしの露に月なまたれそ　　　　　

























ずき ) 釣る」よりも「薄 ( すすき ) 散る」を
選択したとみなされることは、中世の和歌史、
文学史に一種の屈折がもたらされたことを示
唆するものとも考えられる。
　
